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「税減るも 暮らし守るを 忘れない」 

〜令和７年度財政運営の厳しさが表れた決算と注⽬事業〜 

 

令和７年度一般会計決算は、実質収支が約６億 4,945 万円の黒字となった

一方で、実質単年度収支は約１億 8,947 万円の赤字となり、法人町民税が前

年度比 84.1％減、町税全体でも 12.4％減となるなど、財政運営の厳しさが表

れた決算である。 

その影響により、防犯カメラ設置工事や洪水・内水ハザードマップ作成、

福祉会館修繕など、町民の安全・安心に関わる事業が中止となった点は重く

受け止める必要がある。 

今後は優先順位を明確にし、必要な事業を着実に実施できる財源確保に努

められるか注視していきたい。 

一方で、65 歳以上を対象とした帯状疱疹ワクチンの定期接種への円滑な対

応と、50 歳以上への町独自助成は、健康寿命の延伸につながる取り組みとし

て評価する。 

また、松ノ木河原多目的広場の整備や、多目的トイレカー・超大型冷風機

の導入など、避難環境の充実を図った防災対策についても高く評価したい。 

今後も健全な財政運営と町民生活を守る施策の両立を期待する。 

 


